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1.  平成22年3月期第2四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 4,320 △9.3 13 ― △11 ― △8 ―

21年3月期第2四半期 4,761 ― △26 ― △55 ― △35 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △0.60 ―

21年3月期第2四半期 △2.52 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 5,349 588 11.0 41.92
21年3月期 5,492 638 11.6 45.50

（参考） 自己資本  22年3月期第2四半期  588百万円 21年3月期  638百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― ― 0.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― ― ―

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,700 △6.6 90 ― 20 ― 19 ― 1.35
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4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。] 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 14,066,208株 21年3月期 14,066,208株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期 22,023株 21年3月期 22,002株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第2四半期 14,044,194株 21年3月期第2四半期 14,051,028株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．上記の業績予想につきましては、平成21年10月22日に公表しました「業績予想の修正等に関するお知らせ」の内容から変更しておりません。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は、様々な要因によって異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項について、及び上
記１に係る業績予想の具体的修正内容は、3ページ「【定性的情報・財務諸表等】 ３．業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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【定性的情報・財務諸表等】 
 
１．経営成績に関する定性的情報 
  当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、昨年後半からの世界的な景況悪化による企業業績の不
振から、一連の経済対策効果により最悪期を脱しつつあるものの、依然として雇用情勢は厳しく個人消
費も未だ回復せず、厳しい状況が続いております。 

  このような状況の中、当社では前期に引き続き新中期経営計画の基本方針に沿った東京市場の集中的
攻略を始めとし、営業力・提案力の充実等、「収益力の再構築」に引き続き取り組んでまいりました。売
上高は、上述の如く一般消費者の購買意欲は未だ回復するに至らず、当初予想を大幅に下回ることとな
りましたが、引き続き利益率の改善、経費の圧縮等に努め利益面では第１四半期同様、当初予想を上回
ることが出来ると同時に、前年対比大幅に改善することが出来ました。その結果、当第 2 四半期累計期
間の売上高は 43 億 20 百万円（前年同期比 90.7%）、営業利益 13 百万円（前年同期 26 百万円の損失）、
経常損失 11 百万円（前年同期 55 百万円の損失）、四半期純損失 8 百万円（前年同期 35 百万円の損失）
となりました。 
 
２．財政状態に関する定性的情報 
 当第２四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末の 54 億 92 百万円に比し１億 43 百万円減少し、
53 億 49 百万円となりました。減少の主因は、季節的な要因による商量の減少に伴い、受取手形及び売
掛金の売上債権が３億 55 百万円減少したためであります。一方、負債合計は、前事業年度末の 48 億 53
百万円に比し 92 百万円減少し、47 億 60 百万円となりました。減少の主因は、売上債権の減少理由と同
様に、支払手形及び買掛金の仕入債務が２億 31 百万円減少したためであります。また、純資産合計は、
前事業年度末の 6 億 38 百万円に比し、50 百万円減少し、５億 88 百万円となりました。減少の主因は、
輸入為替予約の時価評価による繰延ヘッジ損益が前事業年度末は 23 百万円の評価益でしたが、当第２四
半期会計期間末においては 30 百万円の評価損となったためであります。 
 (キャッシュ・フローの状況) 
 当第２四半期における現金及び現金同等物の残高は６億６百万円となり、前事業年度末と比較して２
億 62 百万円の増加となりました。 
 営業活動の結果得られた資金は１億 79 百万円（前年同期比 63.0％増）となりました。主な要因は仕
入債務が２億 31 百万円減少したものの、売上債権が３億 55 百万円、たな卸資産が 71 百万円それぞれ減
少したことによるものであります。 
 投資活動の結果使用した資金は６百万円（前第２四半期は２百万円の使用）となりました。主な要因
は有形固定資産の取得によるものであります。 
 財務活動の結果得られた資金は 89 百万円（前第２四半期は１億 34 百万円の使用）となりました。主
な要因は長期借入金の借入によるものであります。 
 
３．業績予想に関する定性的情報 
  当第２四半期の業績につきましては、雇用情勢、給与水準の悪化は未だ回復せず、個人消費も依然とし
て低迷しており、売上高は当初予想を大幅に下回ることとなりました。しかしながら、利益率の改善、経
費の圧縮を図ることにより営業利益、経常利益、四半期純利益については当初予想を上回っております。
以上のような状況から売上高については当初予想を下回る事が確実な情勢ながら、利益面では達成出来る
見通しで、現時点において通期の業績に関しましては、売上高 97 億円、営業利益 90 百万円、経常利益 20
百万円、当期純利益 19 百万円を予想しております。 
 
４．その他 
 (1)簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①棚卸資産の評価方法 
 棚卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価格を
見積もり、簿価の切り下げを行う方法によっております。 
②固定資産の減価償却の算定方法 
 定率法を算定している資産については、年度予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定す
る方法によっております。 
  

 (2)四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
 該当事項はありません。 
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１【四半期財務諸表】 
（１）【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 606,340 244,251

受取手形及び売掛金 2,705,452 3,061,354

商品 914,028 985,470

その他 93,471 198,863

貸倒引当金 △15,049 △18,413

流動資産合計 4,304,244 4,471,525

固定資産   

有形固定資産 574,189 574,463

無形固定資産 8,591 10,429

投資その他の資産 462,067 435,780

固定資産合計 1,044,848 1,020,673

資産合計 5,349,092 5,492,199

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,032,013 2,263,316

短期借入金 1,992,764 2,100,000

未払法人税等 2,445 2,586

賞与引当金 10,100 11,300

その他 269,316 219,368

流動負債合計 4,306,639 4,596,572

固定負債   

長期借入金 193,719 －

役員退職慰労引当金 19,530 19,845

その他 240,426 236,836

固定負債合計 453,675 256,681

負債合計 4,760,314 4,853,254

純資産の部   

株主資本   

資本金 703,310 703,310

資本剰余金 138,353 138,353

利益剰余金 △494,174 △485,764

自己株式 △1,963 △1,962

株主資本合計 345,525 353,936

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 904 △11,275

繰延ヘッジ損益 △30,853 23,083

土地再評価差額金 273,201 273,201

評価・換算差額等合計 243,252 285,008

純資産合計 588,777 638,944

負債純資産合計 5,349,092 5,492,199
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（２）【四半期損益計算書】 
  【第２四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 4,761,430 4,320,494

売上原価 4,474,296 4,017,764

売上総利益 287,133 302,729

販売費及び一般管理費 313,847 289,538

営業利益又は営業損失（△） △26,713 13,191

営業外収益   

受取利息 1,689 976

受取配当金 831 539

受取賃貸料 11,700 9,240

その他 304 0

営業外収益合計 14,524 10,756

営業外費用   

支払利息 34,196 26,584

賃貸収入原価 9,285 8,725

その他 80 181

営業外費用合計 43,563 35,491

経常損失（△） △55,751 △11,544

特別利益   

貸倒引当金戻入額 20,814 3,634

特別利益合計 20,814 3,634

税引前四半期純損失（△） △34,936 △7,909

法人税、住民税及び事業税 500 500

法人税等調整額 － －

法人税等合計 500 500

四半期純損失（△） △35,436 △8,409
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △34,936 △7,909

減価償却費 5,208 4,996

無形固定資産償却費 1,978 1,838

長期前払費用償却額 954 673

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20,907 △3,634

賞与引当金の増減額（△は減少） △500 △1,200

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,200 △315

受取利息及び受取配当金 △2,520 △1,516

支払利息 34,196 26,584

売上債権の増減額（△は増加） 245,282 355,901

破産更生債権等の増減額（△は増加） 18,670 △14,099

たな卸資産の増減額（△は増加） △22,895 71,442

仕入債務の増減額（△は減少） △96,244 △231,303

その他 12,685 5,218

小計 145,171 206,677

利息及び配当金の受取額 2,301 1,672

利息の支払額 △36,279 △27,687

法人税等の支払額 △938 △945

営業活動によるキャッシュ・フロー 110,254 179,717

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,072 △4,722

無形固定資産の取得による支出 △1,818 －

投資有価証券の取得による支出 △1,188 －

長期貸付金の回収による収入 499 437

その他 1,623 △2,091

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,955 △6,376

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 △175,000

長期借入れによる収入 － 270,000

長期借入金の返済による支出 △25,000 △8,517

自己株式の取得による支出 △266 0

その他 △9,490 2,975

財務活動によるキャッシュ・フロー △134,756 89,457

現金及び現金同等物に係る換算差額 △103 △647

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △27,561 262,151

現金及び現金同等物の期首残高 498,121 344,189

現金及び現金同等物の四半期末残高 470,560 606,340
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   （４） 継続企業の前提に関する注記 
       該当事項はありません。 
 
  （５） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
       該当事項はありません。 
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